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0．はじめに

アルタイストのPoppe はかつて、It would not be an exaggeration to say that about twenty-five per cent 

of the Mongolian vocabulary is of Turkic origin.［1965:159］と述べているが、現在でもモンゴル語にお

ける、チュルク系借用語彙の研究は、遅れていると言える。例えば、モンゴル国のМонгол Хэлний 
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Харь Үгийн Толь［Сүхбаатар 1999］の外来語の見出しは、2620語（本稿筆者の勘定による）であったが、

その中で、見出し語に一番近い、借用元だとしているチュルク語（ウイグル語も含む）からとしてい

る語彙数は、260語に過ぎない。また、Монгол хэлний гадаад үгийн толь［Балжинням 2008］の見出

し語数は3648とあるが、チュルク語（ウイグル語も含む）とあるものは、たった17語（ロシア語経

由のものも含む）に過ぎない。また、内モンゴルの［照日格図 2000］は、モンゴル語とチュルク語に

見られる592の共通語彙を調べた結果、44語をチュルク系借用語と判断した［346］。

それに対し本稿筆者は、現代モンゴル語（ハルハ方言）の辞典［Bawden 1997］の分析から、チュル

ク系語彙を889語見出した［中嶋 2007 : 295］。本稿では、その研究に追加すべく、新たにチュルク系

借用語であると見なすことができる、語頭にГ-（＝ ÿ-/g-）を持つMo. ÿudurÿa（гударга）《ジステンパー》

とMo. gesigün（гишүүн）《枝；成員》につき考察を行った。そして、それらは「先チュルク語A」系の

借用語と考えられると論ずると共に、モンゴル語と接触した先チュルク語には、AとBの2段階が

あったとする、［中嶋 2004b］の考え方の補強を目的としたものである。

1.1．語頭に有声子音のあるチュルク語について（先行研究）

先ず、モンゴル語とチュルク語の、最古の文献における語頭子音の体系を確認しておく。モンゴ

ル語からは『元朝秘史』のモンゴル語、チュルク語からはオルホン碑文のものを以下に挙げる。

『秘史』蒙古語 b-  º-    d-   g-/ÿ-  h-  ¶- k-/q-   m-   n- s-   š- t-   y-

オルホン碑文語 b-  º- k-/q- s- t-   y-

このように、文献で確認できる古い時代において、チュルク語の語頭子音は、『秘史』モンゴル語

（13）の半分（6）しかなく、オルホン碑文語には有声子音の g-/ÿ- やd-（本稿では扱わないが、¶-や
m-, n-など）も見られない。

しかしながら、Róna-Tas が以下のように取り上げた語彙のように、ハンガリー語とモンゴル語、

チュルク語間には、チュルク語起源と見られる語彙の語頭で、有声音が現れるものがある。

ハンガリー語 モンゴル語 チュルク語（AT.）

1
dél
正午

düli（дүл）
（昼 /夜）中

tüš

正午

2
görény

ケナガイタチ
kürene（хүрнэ）

id.
küzün

id.

3 kölyök

子犬
gölüge（гөлөг）

id.
köšek（Trkm.）
子ラクダ

1の例では、ハンガリー語とモンゴル語で有声のd-があるのに対し、チュルク語は無声の t-である。
2の例では、ハンガリー語が有声のg-なのに対し、モンゴル語とチュルク語ではk-が現れる。一方、
3の例では、ハンガリー語とチュルク語で無声のk-であるのに対し、次はモンゴル語のみ有声のg-

が現れる。この現象を、Róna-Tasは、Bulgaro-Turkic（ボルガル語・チュルク語）におけるsporadic 

voiced initials（散発する有声の語頭子音）と結論付けている［1986 : 157-158］。
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また、Clausonは、d-やg-に関し、掻い摘んで言うと次のように述べている。Türkü（突厥語）、
Uyğur（古ウイグル語）、Xākāni（カラハン朝語）では通常 t-やk-として現れるが、現代語と諸方言で

はかなり多くの語でd-やg-が現れるため、それらの研究によって8世紀以前の音韻体系が暴かれる

であろう［1962 : 131］、と。従って、氏の大著An Etymological Dictionary of Pre-Thirteenth-Century 

Turkish［1972 : 686a］では、その考え方を反映し、t-やk-始まりの見出し語には、d-や g-で始まる語

の多いオスマン語やトルクメン語と対応した形で、（d-）や（g-）という括弧書き表記が所々付して

ある。

この点に関し、本稿筆者の主張は次のようである。即ち、少なくともモンゴル語と接触していた

太古のチュルク語「先チュルク語A」（R系 1）は、語頭（及び語中・語末）に安定した有声子音を有し

ていたために、モンゴル語はそれをほぼそのまま借用した。そして後に、「先チュルク語B」（R系）

への移行過程で、関係する有声子音は無声化した。更にその後、現在一般的なチュルク語の元とな

る言語は、R系からZ系に移行したため、チュルク語の無声子音が、一見モンゴル語の有声子音と

対応するという現象が生じた、という考え方である［中嶋 2004b］。

本稿で取り上げる2つのモンゴル語を例に取れば、Clausonの辞書の見出し語とは、以下のように

対比できる。
1. Mo. ÿudurÿa（гударга）《ジステンパー》 ：Trk. kutuz《mad》［608a］
2. Mo. gesigün（гишүүн）《枝；成員》 ：Trk. kesek《a piece（cut off form something）》［749b］

即ち、1と2は、語頭の位置で〔Mo.有声（ÿ-/g-）：Trk.無声（k-）〕の対応が見られる。また1では更

に語中でやはり〔Mo. 有声（-d-）：Trk. 無声（-t-）〕の対応が観察される他、〔Mo.-r-：Trk.-z-〕（この場合、
Mo.-ÿaをモンゴル語で付加された接尾辞と考える）から、R系チュルク語に由来するものというこ

とが分かる。Clausonの辞典の見出し語のTrk. kutuz とTrk. kesekには、（g-）の付記はなく、この点

からも、氏の考え方は、この音対応に答えを与えられていないのである。

1.2．語頭に Г- のあるチュルク語について

上で見たように、古代のチュルク語（オルホン碑文語）には、語頭の位置に有声閉鎖音Г- はない。

周りを概してチュルク諸語に囲まれ、語頭のГ- に関してはかなり保守的なカザフ語は、外来語のГ- 

をQ-（＝ q-/k-）に置き換えて借用する。以下に、例を挙げよう。
1. Mo. ÿan¶uÿa（гaнзага）鞍紐 > Kzk. qan¶ïÿa id.

2. Mo. ÿolumta（голомт）かまど > Kzk. qolamta 熱灰
3. Mo. ÿuna¶i［n］（гунж［ин］）3才雌畜 > Kzk. quna¶ïn 3才雌（牛）
4. Mo. genedte（гэнэт）突然 > Kzk. kenet id.

5. Pers. giyāh 草 > Kzk. qiyaq カモジグサ（cf. Uzb. giyoh 草）> Mo. kіyаÿ（хиаг）カモジグサ
6. Pers. gūgerd 硫黄 > Kzk. kükirt id.（cf. Uzb. gugurt マッチ）> Mo. kükür（хүхэр）硫黄

若干説明を加えると、1 と3のKzk. qan¶ïÿaとKzk. quna¶ïnがモンゴル語からの借用と判断できる

のは、語中の ¶がカザフ語ではチュルク固有語には通常現れない音だからである（3では更に、Mo. 

ÿuna¶i［n］のÿu- がMo. ÿurba《3》に由来するという理由もある）。2と4のKzk. qolamtaとKzk. kenetは、
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Mo. ÿolumtaとMo. genedteがモンゴル固有語と判断できる単語であり、逆にカザフ語からモンゴル

語に借用されたと仮定しても、モンゴル語の語頭にГ- が立つことは通常ないからである。そのこと

は、5と6で確認できる。語頭にg-目録を持つモンゴル語が、Pers. giyāhとPers. gūgerdのg-を、k-目

録に入れたのは、カザフ語のようなg-目録を語頭に持たない言語が介在したからに他ならない。

一方、チュルク諸語以外の言語（特にイラン系言語）と多く接触する環境にあるオグズ語（トルコ

語やトルクメン語など）では、語頭にГ-がよく発達している。ただし、Г-しか有さない言語という

のはなく、下表で示したように、閉鎖音は有声・無声が混在して安定していない。トルコ語とトルク

メン語の例を挙げる。

対応例 不対応例
トルコ語 トルクメン語 トルコ語 トルクメン語
1-a.        k-      :       k- 2-a.        k-     :      g-

kes= 切る kes= id. keçi ヤギ geči id.

köz 熾き火 köz id. kemir= かじる gemir= id.

kömür 炭 kömür id. kez 時 gezek id.

kül 灰 kül id. küçük 若獣 gü¶ük 子犬
1-b.        g-      :           g- 2-b.        g-     :      k-

giyim 衣服 geyim id. geyik シカ keyik ガゼル
gök 青い gök id. göl 湖 köl id.

gör= 見る gör= id. gölge 影 kölege id.

güç 力 güyč id. gümüş 銀 kümüš id.

1-a はトルコ語k-が、トルクメン語のk-と対応する例である。また、1-bはトルコ語g-がトルクメ

ン語のg-と対応することを示している。反対に、2-a はトルコ語がk-であるのに、トルクメン語はg-

であり、互いに対応しない例である。また、2-b はトルコ語がg-であるのに、トルクメン語はk-であ

り、やはり互いに対応しないことを示している。

そのような理由からRóna-Tasは、語頭の位置に時折見られる有声子音を「散発的な」と表現した

のであろう。しかしながら、以下のように、チュルク語に対するモンゴル語（ハルハ方言）の対応形は、

語頭にГ-を持つものと、Q-を持つもののように、複数個あるものもある。その上、内部音形も相応

に異なっている。散発的に、語頭の有声子音と無声子音を置き換えれば済む問題でもない。

チュルク語 I. モンゴル語（Г-） II. モンゴル語（Q-）

1
köprük（AT.）

橋
güür（гүүр）

id.
kögürge（хөөрөг）

id.

2
qara=（AT.）
見る

giraqai（гярхай）
目の利く

qara=（хар=）
見る

3
qarï（AT.）
前腕部

ÿar（гар）
手、腕

qaritu（харьт）
前腕骨

qa（xaa）
獣の前脚

4
qïrÿawïl（Kzk.）

雉
ÿurÿuul（гургуул）

id.
kiraÿul（хяруул）

id.

5
qurt（AT.）

うじ、蠕虫、幼虫
γuur（гуур）
牛アブの幼虫

qoruqai（хорхой）
うじ、蠕虫

kürid（хүрд）
毛虫
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1について［Räsänen 1969 : 292a］は、AT. köprükとMo. kögürgeを挙げ、AGr. γέφυρα《ダム、堤防》、
NGr. γεφύρι《橋》からの借用としている。また、Clausonは、Mo. kögürgeを最初期の借用語と記して

いる［1972 : 690b］。しかし、両著にはMo. güür についての言及はない。ギリシア語で語頭に有声音
γ- のある語がモンゴル語に借用されるためには、仲介するチュルク語が語頭にГ- をもつ言語でなけ

ればならないが、オグズ語にГ- は見られない：cf. Turk. köprü / Azr. körpü / Trkm. köpri《橋》。
2のMo. giraqaiの語幹部giraは、Trkm. gara=《見る》のような語頭にГ- を有する言語から借用され

た動詞から派生したと想定はできるかもしれない。元朝秘史には《見る》に関する、現代モンゴル語

には伝わっていないNT. görü=《窺い見る》が実証され、小沢は「テュルク系の言語のgör=《見る》を

そのまま取り入れた語であろう」と述べている［1986 : 262］：cf. Trkm. /Azr. / Turk. gör=《見る》＝ 

AT.kör=《見る》。
3については、語頭にГ-をもつTrkm. garï《胸元から指先までの伸ばした腕の長さ；脛骨》が実証さ

れる。Mo. qaは、中世にはMqMo. qar《前脚》（291b）という語形で見られる：cf. Hung. kar《腕》。
4のチュルク語形は、他にKirg. kïrgool / Tat. kïrgavïl / Uzb. qirg‘ovul / NUig. qïrÿawul《雉》があり、語

頭は多くは無声音だが、アゼルバイジャン語では有声音をもつAzr. gïrgovul《雉》が見られる。
5は、Trkm. gūrt《うじ、蠕虫、幼虫》のgū が、Mo. γuur（гуур）のγuuと対応はする。

さて、これらの例で見るならば、一見オグズ語に見られるような語頭にГ-をもつ言語からモンゴ

ル語は借用したため、モンゴル語でも語頭がГ-で現れるのだ、という解釈も可能かもしれない。し

かし、現実的にはモンゴル語の近辺に、有力なオグズ語はなく、両者の緊密な歴史的接触も知られ

ていない。また、Mo. güür《橋》のように、代表的なオグズ語でg-が確認できるものばかりではなく、

母音もKh. хөөрөгのようにö系ではない（*göör）。その上、上で挙げたMo. gölüge（гөлөг）《子犬》：
Trkm. köšek《子ラクダ》のような、〔Mo.Г-：Trk.Q-〕のR系対応をもつ単語に対しては、現在のZ系の

オグズ語では、全く整合性を欠く。R系音形を持った単語だけは、先チュルク語に由来すると見な

すのも、場当たり的である。上掲のMo. kürene（хүрнэ）《ケナガイタチ》：AT. küzün《id.》のように、〔Mo.

Q-：Trk.Q-〕のような無声子音同士のR系対応語も存在するのである 2。

チュルク族の故地モンゴル高原 3で、イラン語との接触が殆どなかった時代のチュルク語なら、オ

ルホン碑文語やカザフ語のように、語頭に無声音のQ-目録と、有声音のГ-目録は、並存しなかった

と考えられる。要するに、これらの現象を統合的に解釈できるのは、太古からモンゴル語と接触し

てきた先チュルク語には、*Г-（＝ *g-/*ÿ-）をもつAタイプと、*Q-（＝ *k-/*q-）をもつBタイプの時

代があった、ということであろう。

ちなみに、グリムの法則（Grimm’s law）4と知られるゲルマン語の子音推移の法則には、印欧語元

来の有声破裂音b, d, g が、ゲルマン語では無声化し、p, t, kに発展したという一現象がある。チュル

ク語においても、元が有声の *Г-（や *d-, *ð-）で、後に無声化してQ-（や t-, y- ～ ¶- 他）に発展したと

推定することは難しくない。

現代キルギス語北部方言（キルギス文語の基盤方言）の口語は、狭母音語（いわゆる「女性語」）

では語頭のk-をg-で発音するという特徴をもつ［Bakytbek 2009 : 20］5。また、トルクメン語は、本来

のチュルク固有語の広母音語（いわゆる「男性語」）には、g-が対応する例が多く、「先チュルク語A」
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の語頭のГ-の理解には、このような現代語で見られる現象も参考にできるものと思われる。

2.1．Mo. ÿudurÿa（гударга）《ジステンパー》について

先ずは、Mo. гударгаの意味を、モンゴル国の国語辞典で確認したい。Монгол хэлний дэлгэрэнгүй 

тайлбар толь I（А-Г）には、Нохойн гоц халдварт өвчин［Болд 2008 : 539a］とあるように、犬特有の

伝染病の名称である。

また、Mo. ÿudurÿa（гударга）という語形自体は、Kzk. qutïrïq / Turk. kuduruk《狂った》（← Kzk. 

qutïr= / Turk. kudur=《狂犬病になる》）のような若干のチュルク語に実証される語形に、母音aが付い

た形式であり、これらとの対比では、典型的な不完全チュルキズム音形と考えられる［中嶋 2004b : 

38］。Kzk. qutïrïqやTurk. kudurukの子音（qやk, tを）を有声子音に置き換えると、先チュルク語Aの

形式が復元できるので、Mo. ÿudurÿaは、以下のように形成されたと考えるのが最も単純である。
PT.A *ÿudïrïÿ ～ *ÿuduruÿ > PMo. *ÿuduruÿ + a → Mo. ÿudurÿa

但し、上述のKzk. qutïrïqやTurk. kudurukは、他のチュルク語の辞書上ではあまり見られない形式

である。従って、Mo. ÿudurÿaの形成のもう1つの考え方としては、AT. qutuz《狂犬病の》の先チュル

ク語A推定形（PT.A *ÿudurz）に、接尾辞ÿaが付加されたと見ることもできよう。
PT.A *ÿudurz > PMo. *ÿudur + ÿa → Mo. ÿudurÿa

2.2．モンゴル語の犬と関連するГ- をもつ単語について

上で見たように、Mo. ÿudurÿa（гударга）《ジステンパー》は、犬の伝染病名である。実は、チュル

ク語と音対応する犬に関する語彙は、下表のように、計3語がモンゴル語でГ-として現れるものが、

チュルク語でQ-（～ Г-）と対応する。Г-との対比ではオグズ語のものを合わせて挙げる。

Mo. AT. Trkm. Azr. Turk.

1
ÿudurÿa（гударга）
ジステンパー

qutuz
狂犬病の

guduz
id.

guduz
id.

kuduz
id.

2
gičige 6（гичий）

雌犬
qančïq
雌犬

gan¶ïk
id.

kan¶ïx
id.

kancık
id.

3
gölüge（гөлөг）

子犬 （*köšäk 7） köšek
子ラクダ

köšäk
id.

köşek
id.

さて、語頭に有声口蓋破裂音（Г-）を有するのは、モンゴル語の1 ～ 3と、有声音が語頭に現れや

すいオグズ語の中でも、トルクメン語の1, 2と、アゼルバイジャン語の1だけである。しかし、1と3

は、モンゴル語とチュルク語間において、語中に〔Mo. R（＝ r / l）：Trk. Z（＝ z / š）〕の音対応が見ら

れる以上、モンゴル語はオグズ語から借用したとは考えられない。また、モンゴル語形にせよ、チュ

ルク語形にせよ、各言語における各々 3語は、形態的に繋がりは見られず、それぞれ独立して存在
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した、本来無関係な語彙同士である。ところが、「狂犬病」はもちろん犬の伝染病の1つであり、たま

たま「犬」にまつわる意味を共有するのである。

モンゴル語とチュルク語が、本来的に全く異なる語頭音体系を有する以上、これは一体何を意味

しているのか。それは即ち、上述のように、かつて太古のモンゴル語と接触する地理的場所に、語頭

に*Г-を有したチュルク語（先チュルク語A）があったと想定すれば、シンプルに理解できよう。つ

まり、古代のモンゴル人が、犬に対する関心の高さから、以下のような先チュルク語Aの語形を、モ

ンゴル語に一括借用 8したものと考えられるのである。
1. PT.A *ÿudurz（～ *ÿuduruÿ）> Mo. ÿudur + ÿa（～ *ÿuduruÿ + a）→ ÿudurÿa

2. PT.A *ÿančïÿ > Mo. *ÿančiÿ + a → *ginčig + e → gičige

3. PT.A *gölšäg > Mo. *göleg + e → gölüge

なお、《気が狂った；狂犬病の》の意味をもつMo. ÿal¶aÿu（галзуу）も、PT.A系音形を語幹に有する

点も付言しておこう。

PT.A*ÿal 気が狂った > Mo. ÿal¶aÿu（галзуу）気が狂った    > Tuv. kalčaa 気が狂った
  > NUig. ÿal¶ir 気が狂った

　　AT. qal 気が狂った、Sari. qal 気が狂った、Tuv. xal-mal 気違いじみた

トゥヴァ語では、チュルク語としての直系のxalと、モンゴル語を経由して「逆輸入」されたkalčaa

がダブレットを成していることに注意されたい。

3．Mo. gesigün（гишүүн）《枝；成員》について

次に、Mo. gesigün《枝；成員》について考えてみたい。従来、この語についての語源考察はなされ

てこなかったのではなかろうか。
Mo. gesigün（гишүүн ）《Branch, limb of a tree》［Lessing 1960 : 380a］は、古くは『元朝秘史』でNT. 

geši’üd《枝々》と複数形で現れる。その単数形はgeši’ün《枝》であったと考えられる：cf. Kalm. gešǖn

《枝》。また、《成員》の意味は、モンゴル語において《枝》からの転義であろう：cf. Bur. gešüün《成員》
/ gešüü（n）《枝》、Eng. branch《枝；支部、部門》、Eng. limb《大枝；子分、手先》。

一方、チュルク語で《枝》は、古代語でAT. butaq《枝》、現代語ではKzk. butaq（キプチャク系）/ Uzb. 

butoq（チャガタイ系）/ Turk. budak（オグズ系）/ Tuv. buduk（シベリア系）と、同様の形式が広く分布す

る。その語源は、AT.buta=《（枝を）切る》と、その動詞の各方言形からの派生による。

さて、ここで、PT.Aの発想をMo. gesigünに適用してみたい。g をkに置き換えてみる。すると、
kesikという形が現れる。このkesikという語形は、チュルク諸語でKzk. / Uzb. / Turk.kesik《切られた

（もの）》/ Tuv.kezik《半分；一部》を表し、Trk.kes=《切る》の派生語なのである。即ち、Mo. gesigünは、
PT.A *gesigを借用した形式である可能性があると言えよう。若しくは、一歩踏み込んで、PT.A*ges=

《切る》9 が先モンゴル語に入り、かつて動詞PMo. *ges=《（枝を）切る》が存在し、チュルク語と同様

の発想で、この動詞からMo. gesigünが生じた可能性も挙げられる：cf. Mo. möči=（мөч=）《（枝を）切

る》→ Mo. möčir（мөчир）《枝》。
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いずれにせよ、ここでは、取り扱いの簡便さから、前者の考え方を取ることとする。ところで、モ

ンゴル語には、他にもTrk. kes=《切る》の派生語を借用している。Mo. keseg（хэсэг）《一部分》とMo. 

kesig（хишиг）《恵み》である。これらの語も、既に中世の文献で見られ、チュルク語の語末の -kを、

母音の付加なしに、ほぼそのままの形式で借用した完全チュルキズム音形［中嶋2004b : 37-38］をし

ている。これらは、不完全チュルキズム音形のMo. gesigünとは、借用時期の異なるダブレットの関

係にあると考えられる。

これらをまとめて借用系図で示すと、以下のように図示できよう。

PT.A *gesäg 一部、一塊 / *gesig 切られた（もの）

　　　>  NT. geši’ün 枝 、Mo. gesigün（гишүүн）枝；成員  > Tuv. ke¶igün 成員

PT.B *kesäk      Chuv. kasăk 一部、一塊

AT. kesäk 一部、一塊 / *kesik 切られた（もの）

　　　>  MqMo. kesek 一部（217a）/ MqMo. kešik 分け前（217b）、 NT. kešig 当番

　　　　　　　　 Mo. keseg（хэсэг）一部分 / kesig（хишиг）恵み

  > Tuv. ke¶ik 恵み

　　　Kzk. kesek 一部 / kesik 切られた、Tuv. kezek 部分；分け前 / kezik 半分；一部

4．まとめ

以上、［中嶋 2007］発表後に発見した、Mo. ÿudurÿa（гударга）《ジステンパー》と、Mo. gesigün

（гишүүн）《枝；成員》という、2つの先チュルク語A系と見られる語彙について、語源考察を行った。

先ず、Mo. ÿudurÿa（гударга）《ジステンパー》については、他の語頭にГ-を有するMo. gičige

（гичий）《雌犬》とMo. gölüge（гөлөг）《子犬》も、チュルク語との共通語彙であることから、「犬」に

まつわる用語として、先チュルク語Aより一括借用されたものであろうという主張を行った。

次に、Mo. gesigün（гишүүн）《枝；成員》では、それがPT.A *ges=《切る》を語根にもつ語であると

いう可能性を論じ、その上で、その後裔と考えられるTrk. kes=《切る》の派生語で、完全チュルキズ

ム音形を有するMo. keseg（хэсэг）《一部分》とMo. kesig（хишиг）《恵み》とは、借用時代の異なるダ

ブレットの関係にあることを指摘した。最後に、それらを借用系図に落とし込むことで、両語族の

長期にわたる言語接触の様相を描写した。

以上、Mo. ÿudurÿa（гударга）と、Mo. gesigün（гишүүн）という2語の考察を通じて、モンゴル語に

おける頭語にГ-をもつチュルク語との共通語彙に見られる、意味的な繋がり－「横軸」と、語根が

借用時代の異なるダブレットの関係－「縦軸」を描き出すことで、本稿ではそれらの起源－「原点

（origin）」が、基本的に「先チュルク語A」に位置づけられるべきことを論じた。そして、筆者が［2004b］

で提案した考え方の妥当性・合理性を、重ねて主張したものである。
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［略号表］

AGr. 古代ギリシャ語、Azr. アゼルバイジャン語、AT. 古代チュルク語、Bur. ブリヤート語、Chuv. チュヴァシュ

語、Eng. 英語、Hung. ハンガリー語、Kalm. カルムイク語、Kh. ハルハ・モンゴル語、Kirg. キルギス語、Kzk. カ

ザフ語、Mo. モンゴル文語、MqMo.『ムカディマット』モンゴル語、NGr. 新ギリシャ語、NT. 元朝秘史モンゴル語、

NUig. 新ウイグル語、Pers. ペルシア語、PBulg. 古代ボルガル語、PMo. 古代モンゴル語、Pol. ポーランド語、

PT.A. 先チュルク語A、PT.B. 先チュルク語B、Russ.ロシア語、Sari. 西部裕固語、Tat. タタール語、Trk. チュル

ク語、Tuv. トゥヴァ語、Uzb. ウズベク語

［註］

1  より正確には、*RZ系と推定する。*RZとは即ち、*rz / *lš を代表した形式であり、Z系チュルク語ではそれ
ぞれz / šに発展した。また、その音をモンゴル語等は元来有していなかったため、r / lとして借用した。また、
R系の古代ボルガル語（後裔はチュヴァシュ語）は、他言語の干渉（～基層言語の影響）で *rz / *lš から r / lに
変わった、と見ている。

 　なお、*rz / *lš の音価は、それぞれを同時調音したような音であったと推定される。例えば、*rzは、Pol. 
kobierzec《絨毯》の rz［］のような音：cf. Russ. ковёр 絨毯 < Chuv. кавир id. ← PT.B ～ PBul. *kivirz（→ AT. 
kiviz id. > Mo. kebis id.）。もしくは、マルコポーロが「日本国」（ri pun kuo（中原音韻））をZipanguと記した
ように、現代中国語「日」ri［ʐ］の ʐ のような音が参考になろう：cf. Kh.рибен《日本》［Балжинням 2008 : 

211a］。
 　*lš の音価については、モンゴル語（ハルハ方言）のл［  ］（側面摩擦音）に近い音か。［Poppe 1960 : 76］は、
オスチャーク語のλに似た音を挙げる。

2  チュルク語は元来Z系であったとする立場の若干学者は、モンゴル語に見られるR系借用語の存在を、次の
ように説明する。Clausonは、R系チュルク語話者であるチュヴァシュ族の名称ChuvashをTavğaç（拓跋鮮卑）
と同源と見て、鮮卑語（5世紀）からモンゴル語はR系語彙を借用したとする説を述べた［1958-59 : 186-187, 
1962 : 37 -38］。また、Doeferは、モンゴル語中のR系語彙は、先チュルク語自体からではなくボルガル語から
の借用であると述べている［1971 : 270］。また、Róna-Tas も古代モンゴル語が古代ボルガル語と接触してい
たに過ぎないと述べている［1986 : 12］。

 　思うに、Clausonの説は、モンゴル語への借用時期が限定的すぎ、Mo. gölüge（гөлөг）《子犬》［1972 : 753b］と、
Mo. kürene（хүрнэ）《ケナガイタチ》［1972 : 761b］の借用時期は、共にFirst Periodであるとし、区別していない。
また、DoeferにせよRóna-Tasにせよ、モンゴル語とボルガル語との接触を主張するものであり、共存する他
のZ系チュルク諸語を差し置いて、東欧のボルガル語が、極東のモンゴル語にR系語彙を貸与したという説
明は、説得力に欠ける。

3   Хөвсгөл《フブスグル（湖）》や、Байгал《バイカル（湖）》、Хөлөн（Буйр）《フルン（湖）（ボイル湖）》といった
湖名の下線部は、全てTrk. köl ～ göl《湖》に由来する［Сүхбаатар 1999 : 231］。この中で注目すべきは、Mo. 
köbsügül（Хөвсгөл）と Mo. kölün（Хөлөн）の語頭のk-である。古代のモンゴル族が原住地（cf.［村上 1970 : 
11］）からモンゴル高原へ進出する際、当該湖名は、語頭にk-をもつチュルク語から継承したということであ
る。

4 ［田中 1994 : 266-267］。
5  同書では、k-に狭母音（e / i / ö / ü）が続く時、k-はg-の如く発音するとし、以下のような例を挙げる：kel=［gel=］
来る。keme［geme］舟。kir=［gir=］入る。kiyim［giyim］服。kör=［gör=］見る。köč=［göč=］引っ越す。küč［güč］
力。

6 ［Lessing 1960 : 381b］。
7   Mo. gölüge（гөлөг）《子犬》に対するAT形は見られないが、*köšäkもしくは *köšäkであったろう。その意味は、
遥か西方のハンガリー語でもモンゴル語と同じ「子犬」の意味であるため、元来「子獣（特に犬の）」の意であっ
たと推定される：Hung. kölyök《子犬》< PBul. / PT.B *kö lšäk。

238093_日本モンゴル学会 48_3校.indb   9 2018/04/24   21:43:01



－ 11 －－ 10 －

8 「一括借用」という用語を、［中嶋 2007 : 18］では、モンゴル語で発達した動詞とその派生語の体系を、トゥヴァ

語がそっくりそのまま借用してしまうケースとして挙げた。
 例） Mo. ¶oba= 苦しむ / ¶obalaŋ苦悩 / ¶obaÿuri（зовyyрь）苦しみ
　　　　　　　　　> Tuv. čoba= 心配する / čobalaŋ苦悩 / čobuur うめき
 　ここでは、「犬」にまつわる用語の一括借用である。
9 Chuv. turat《枝》は、Chuv. tura=《切る、切り刻む》の派生語である。つまり、必ずしも「（枝を）切る」の意でな
くても、「枝」の意は派生し得るということである。なお、この動詞自体は、キプチャク語Tat. tura= / Kzk. 
tuwra=《切る、刻む》からの借用語である［Räsänän 1969 : 484a］。

†  本稿は、筆者が2016年に発表した以下の2つの研究発表の内容を元に、［中嶋 2007］で取り扱わなかった新た
な先チュルク語A（＝「プロト・チュルクA語」［2004b, 2005］）系借用語彙と見なしうるMo. ÿudurÿa（гударга）《ジ
ステンパー》と、Mo. gesigün（гишүүн）《枝；成員》を取り上げて執筆したものである。

1. 「モンゴル語における先チュルク語A系語彙について－ダブレットに見る類似性発展の一側面－」第53

回野尻湖クリルタイ、2016年7月17日（日）。

2. ‘‘Монгол хэлний нохойтой хамаатай гурван үгийн гарал үүслийн тухай’’（On the origin of three Mongolian 

words concerning with dog）、第11回国際モンゴル学者大会、第一部会（語学・文献学研究1）2016年8月

16日（火）。
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SUMMARY

In this article we dealt with the etymology of the two Mongolian words ÿudurÿa（гударга) «distemper» 

and gesigün (гишүүн) «branch; member» from the viewpoint of the theory of hypothetical language ‘Proto-

Turkic A’ which we have proposed in［NAKASHIMA 2004b］.

In the section of ÿudurÿa（гударга) «distemper» we tried to explain its origin by handling the other two 

Mongolian words with common features – initial Г- and meaning about dog. In the section of gesigün 

(гишүүн) «branch; member» we showed the layer-shaped structure of loan words in Mongolian from Turkic 

languages with gesigün (гишүүн) and other two doublets to explain the position of gesigün (гишүүн) as a 

borrowing from Proto-Turkic A.

Through this survey we confirmed the theory and concluded that the two Mongolian words in question 

must be borrowings from Proto-Turkic A.

（編集委員会より：本論文の「註」が文末に一括してあるのは、註8にある描画オブジェクトが脚

注に挿入することができないためである。）

238093_日本モンゴル学会 48_3校.indb   12 2018/04/24   21:43:01


